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アメリカ西部地熱⑧温泉地域見聞記

ぼじめに

未利用無エネノレギｰ資源の1つである地熱の開発が

最近世界各国で大きく取り上げられておりわが国で

も岩手県松川大分県大岳地域でいよいよ昭和41年

度からおのおの2万kW1万kWの地熱発電が実現し

ようとしている折も折天然資源開発利用に関する日米

会議の中で地熱の問題カミ取り上げられ昨年末から両

国間で地熱に関する資料交換さらに技術交換の蕩がも

たれるようになった.筆者は科学技術庁在外研究員

の1人としてこの3月約1ヵ月という短時目であっ

たが北アメリカの地熱地域～とくにカリフォルニア州

およびネバダ州の一部～を見学する機会を得た.本文

は今回見学した10数個所の地熱地域について地熱の

在り方気象条件温泉水の化学成分などの特長を日

本の地熱地域と比較し荏がら書き連ねたものである.

Me■[10疋ark`;=rζ

アメリカの地質調査所はWashi㎎tonD.C･に本部

がありD㎝ver(コ回ラド州)およびMen1oPark(カリ

フォノレニァ州)にいわぱその支所がある.温泉･地熱

に関する研究はMen1oPark(サンフランシスコの南約

40km)にあるGeologicDivisionのDr.Dona1dE.

Whiteが手がけており同博士は日米会議のアメリ

カ側地熱パネルの委員でもあるので今回の旅行では

計画やら案内やらその他多くのことでDr.Whiteにす

っかりお世話になったという次第である.MenloPark

のGeo1ogicDivisi㎝は郊外の静かな環境にある二

階建ての落着いた建物で個人研究カミ多いという理由に

よるのかもしれないが各人が個室で研究に打込んでい

る様子はまさに研究所ということはカミピッタリあては

まるという印象をうけた.といってグノレｰプ研究を全

部やっていないという訳ではなく現にDr.Whiteは

実験地質学のDr･J･J･HemleyDr･R･O･Foumierそ

れに若い地質家のDr,L.J-P.Mu鋼er等と組んで多

くの業績を残しておりセクショナリズムに走るという

風潮はみられないようである.諸は少し脱線するカミ

筆者の滞在中調査所およびGeologicalSocietyof

America主催のFie工dtripがあり有名なSan･Audreas

Fau1tとNewIdOriaの水銀鉱山を見学することがで

きたのであるがバス数台を連ね家族同伴(といっても

串村久歯

おもに奥さんであるカ重)のこのビク美ック風の野外見学

は実に楽しいものであった曲とくにS獺A地re鵬

Faultの見学の際は鴛一スの夏つ紀有名なA亘鵬d鋤

の葡萄畑が選ばれたぎ)で星食事には葡萄酒の振舞いか

あったこともこの旅行を楽しいものにさせた理由のユ

つであった.ともかく短時貝の滞在申に受けた感む

では自分の研究に打込む一方調査所全体が何¢)わだ

かまりもたく互いに協調し扱がら研究生活を楽しむと

いうまことにうらやましい雰囲気のように思われた.

要は研究所員のモラルと協調性という問題になるのか

もしれ恋い粧同じ地質調査所でも海をへだてた向う

とこちらでは欠きた違いがあることだけは事実である.

時カミ時だけに筆者にとってなおいっそう強くそれを

感じたのかもしれない.

各温泉･地熱地域の概要

まず今回巡回したコFスを第1図に掲げた.もち

ろんカリフォルニア･ネバダ州の温泉･地熱地域は

このほかまだまだたくさんありその数あわせて50を越

すほどであるが今回の旅行ではこれらの中からおも

にこれまで地熱開発の試みカミなされた場所の大部分が

含くまれるようにDr.Whiteがコｰスを選定してく

れたわけである.

ついでにカリフォルニア州の大ざぱな地質状況と地

形区分を示しておこう.第2図がそれであるが大き

くみるとMesozoic･Palaeozoicの変成岩および花闇岩

からなるSierraNevada山脈を境にしてその東に

はP附Cambrianの古い塔層が分布しその西側には

MessozoicのFranciscanGroupおよびCretaceous

地層カミこの山脈の沿って配列しこれらをおおって第三

紀層がやはり帯状に発達する.大平洋岸に沿って丘陵

性のCoastRa㎎eカミあり上記のSierraNevada山脈

との問にGreatVaueyの低地があるほかSanAndrea3

Faultも以上の方向に平行して走るというように北酉

一南東方向の構造が卓越しているが一方この方向にほ

ぼ直交するGarlockFau]tによって一部地層地形の

配列がほぼ東西方向に転移するところもある.Sierra

Nevada山脈およびこの南に連なるPeninsula山脈の

西側は大むね気候が良好で雨も多く果樹野菜の生産

地になっているが上記山脈の東側は全く雨に恵まれず�
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みわたす限りの砂漠地帯である.

第四紀の火山はカリフォ1レニア州北側のカスケｰド

1⊥1脈を構成する有名なLassen火山国立公園に密集して

いるがこの他SierraNevada山脚辰の東側に沿って点

･々とRhyo1itedomeあるいはObsidianbutteがみ

られる.一方CoastRa㎎eには第四紀の火山はま

れで数える程度のものしかたい.今回見学した地熱･

温泉地域の大部分はSierraNevada山脈東側のRhyo-

htedomeの周辺に存在するものであるがCoastRange

にも地熱･温泉地域がたいという訳で柱くむしろ現在

開発中のTheGeysersなどはその近くに第四紀の火

山を欠きCoastRangeの水成岩地帯に存在するとい

う興味深い問題を含む場所である.

太､熱

平

藩

第2図カリフォルニア州の地質図

■
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洋

〔1綱紀鰍循

匿…第三紀席

魑カスケｰド山脈

モドク高原の第四蓋己

翻触繍

⊂〕フ拶裏書汐㌍ラ

㎜中生代哨生代鰍岩

および花陶岩簸

および鞭毒已舳爆顯睡罧幕嘉究努…労亨

地形区扮}から硯裁までの各御

ユ地質の峻揮濃石

r蜆綴護1蝿刊毎

1.S凪1tonSe8(写真1)

メキシコに近い砂漠地帯の地熱処城でSa1t㎝Sea

と1呼ばれる塩分を含んだ湖の南東岸に位置する.

SaltonSeaを含むImperialVa11eyは前述のSan

AndreasFaultとその西側に併走するSanJaciant

Fau1tとに挾まれた陥没地帯でSa1t㎝Seaの水面は

海水準下240フィｰトという低い場所にある.この地

帯はもともと地溝性の陥没地であったらしくこのIm一

peria1Va11eyを埋める堆積物はコロラド川のデルタで

あるといわれているが地震探査の結果では中心部でそ

の厚さ20,000フィｰト以上と報告されている位に厚い.

湖水の'南東側は広い平地で一部砂糖大根の畑がある

他さくばくたる風景である.ただこの低地の中で目

につくのはObsidianbutteの存在であってその高

さはせいぜい100フィｰト程度にすぎないがほぼ北東

一南西.方向に5つのdomeが配列している.その一

部で基盤の堆積物をもち上げ熱変質を与えている状況

は昭和新山によく似ておリ時折わずかながら噴気孔

の在在もみられる.K-Ar法によれば今から5万年

前に生じた非常に.若い火山活動の産物であるという.

SaltonSeaの南東部が地熱地域として注目されたも

とは5つのdomeの最北端のMu11etIslandを適リ

北西･一南東.方向に連なる泥火1｣｣の存在による.さらに

鉦

①SaltonSea地熱地城

正面に噴気がみえる

②SaItonSea地域HD-No-1井の分離装置�
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③SahonSea地域鮎v鮒農園nch弗州削撚水

この北側にも上記の泥火1｣｣に平行してmud帥が分布

するがこれらの多くは現在湖水水位の上､昇一のため水

でおおわれてしまい残っているものも昔ほど高い温度を

示していない.1927年初めて地熱開発のためボｰリ

ングがおろされたがこの時はよい成果が得られずそ

の後副産物の炭酸ガスの採掘に重点が移リ1932年から

1954年にかけ200～700フず一ト程度の浅い井戸が50本以

上掘られた.この炭酸ガスでドライアイスを作りだそ

うであるが現在は全く稼行していない.

その後1957年に石油の試掘で4700フf一トまで掘

ったがやはリｰ習､うような成果が得られなかった代り

に蒸気を混えた熱水が噴出し現在の地熱開発･σ)口火と

なったのであるが地熱■開発目的のボｰリングが本格的

に始まったのは1960年からで現在3つの会社が各々開

発調査を進めており深度はだいたい4000フィｰト以上

深いもので8100フドトにおよぶものが5マイルにわ

たって10本あリ筆者が訪れた時にはこのうち2本を

噴1出させ計一量などの試験中であった(写真23).

Sa1tonSea地域の地熱は広域にわたって地下益度

が高く(孔底温度は370.Cに達するといわれている)蒸気

量も1本で5,OOO～14,000kW相当の容量をもっといわ

れるほどPotentialenergyの大きいところであるが

次に述べるような幾つ中の問題を含むためまだ開発段

階に至っていない.その1つは噴出する熱水が異常

㊥Randsberg地熱処城の1ム.搾戸(地下水採取1'〕ため掘さく)からの噴気

に高い塩分を含みその処置が容易で狂いという点であ

る､D∴whiteの報告によると蒸発残溢3329rlL

Na≡549r/LK+23.89r/LLi+o,3219r/Lca!十409r/L

c1-1849r/Lという海水の10倍くらいの塩分を含みか

つ金銀鋼船亜鉛クロｰムニッケル等の重

金属も顕著に検出されるというのであるから地球化学

的にはまことに興味深い'性質のものである.しかし

現実の問題としてこのよう荏鱗水がそのままSa1ton

Seaに入ると湖水の塩1分が高まり漁業や灌灘用水に

著しく悪影響を与えるという難点が指摘されてお;)

このため筆首が見学した折屯,噴出する熱水をそのまま

放流せず土のうで溜めを作りその中に熱水を貯溜さ

せる方法をとっていた.また熱水が鉄管を流れる間

に管内に付着するスゲ一ルの問題も無視する訳にはい

かない.これもDr.Whiteの報告によるものである

が3ヵ月で5～8トン泣沈澱しその中にトン当り金

0.11オンス銀3381オンス含まれているという.

その主成分は珪酸であるから非常に堅く遂にはパイ

プを交換しなければなら狂い.このようにSalton

Sea地域においては豊富な地熱の存在が確認されては

いるが熱水の処理スケｰルの問題狂どのため実際に

開発するまでにはなお時間を要するようである.

2.Rand出erg(写真4)�
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Sa1t㎝Seaまでの道を少しもとり風光明ひなPa1m

Springsを通って北上するとMojaveDesertに入る.

Randsbergは第三紀鮮新世の火山岩地域にありこの

近くの若い第三紀層の中にはタングステン金アン

チモンなどのplacerdepositカミある.自動車道路か

ら数マイル束に入ったところでかって地下水を得るた

め井戸を掘ったところわずか荏がら蒸気が出たので

1861年地熱開発の目的でこの井戸の近くに改めて地熱

井を掘ったのであるカミこれは失敗に終り現在古い井

戸から幾らかの蒸気が発散している程度で開発調査は全

く行なわれてい触･.これらの井戸のすぐ傍に約50m

にわたって火山岩の変質をうけた露出カミみられる以外

とくに著しい地表徴候はない.

3.C080(写真5)

この付近一帯は海軍の射撃練習場になっておりいわ

ば軍用地の中にある地熱地域である.この付近も花闇

岩を基盤とする第三紀の火山岩地域であるがその中に

Sugar1oafMountainと呼ばれる第四紀のRhyo1ite

dOmeがある.Coso地熱地域はこのSugarloafMo-

untainの裏側にあり約350mの聞に3個所の地熱徴候

をもつ.その各々で100フィｰトくらいの細い試錐孔

がおろされその数本から熱水をまじえた蒸気が噴出し

ているカミいずれも全然利用されていない.近くに

Resorthouseがあるがこれもこわれ果ててみるかげ

もたい.地表徴侯や浅い試錐の結果から多分有望な

場所の1っのように思われるのであるが場所が場所だ

けに地熱の開発を軍で許可し狂いとのことである.

このCosoの近くにDeYmKich㎝と呼ばれる噴気

地帯があるが地表の変質部分の申に辰砂を含みがっ

て水銀を採掘した形跡が残っている.この付近一帯も

もちろん砂漠地帯でRhyo1itedomeが源形を保って

よく保存されているのには感心したが(写真6)あちこ

ちにJoshuaTreeと呼ばれるサボテンに似た木がみら

れるのも印象的であった.

4.Ca醐醐曲h(写真7)

SierraNevada山脈に沿って北上すると朝夕の冷

えこみは一層強くなる.3月末といってもMt.Whitn･

eyやその他の高山はまだ真白に粧られ春まだ遠しの

感がある.Weユdedt雌で有名なBishopt雌の分

布地域を車ごしに見ながら北に進むとCrow1eyLake

傍のCasaDiab10の地熱地域に達する.ここは自

動車道路を挾んで地熱の徴候がみられるところで1961

年から62年にかけ地熱開発の目的で7本の井戸がお

ろされた､深さは405～756フィｰトであるが孔底

温度は180.Cに達ししかも熱水をまじえた蒸気もかな

り噴出したので一応有望な場所の1つに数えられるに

至った.ところがこの熱水の中にに棚酸や砒素が含

まれることがわかリここに厄介な問題が生じた.と

いうのはこのCrow1eyLakeはロサンゼルスの水源

になっているところで飲用水の中に有害成分が混入丁

⑥

卵条��昀

茗nOuntain

東側のRhyo1量te

伽㎜e

⑦CasaDiablo地熱地域�
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るということになると人体に非常に危険であるという理

由から折角井戸が掘られたのであるが政府命令で現

在これらの井戸はみだバ1レブで抑えられ全く噴出はみ

られない.この地域一帯も第四紀の火山活動でここ

から北方のMonoLakeにかけ一点々とRhyo肚edome

が存在するが重力測定の結果によるとその一部に大き

な陥没状の構造があり地熱･温泉の分布はほぼこの

陥没地帯の申におさまるという.このようにCasa

D三abloの付近にはなお数個所の地熱徴候があるが

このほか広大荏範囲にわたって岩石が真白に変質して

いるところがありかつて温泉活動が激しかったことを

物語っている.

5.S亡e8mも0at亙0tsPi=二蛆9

ネバダ州のRen0とCarsOncityとの間にある温泉

で現在湧出中の温泉から水銀アンチモンなどの鉱物

の沈澱がみられ地質学的には古くから非常に興味ある

場所として知られているところである.Dr.Whiteは

7年間にわたってこの地の温泉地質学的研究を行ない

最近その一部が公表されたが確かに厚い珪華の沈積

(写真8)その中から噴出する熱水広大た変質地帯の

発達がみられるなど温泉の基礎的た研究に多くの素材

を提供する場所のように見られた.

米国地質調査所の手で全く温泉の基礎研究という立

場からこの地域で6本のボｰリングがおろされまたこ

れとは別に今度は地熱開発の目的で数本の井戸が会

社によって掘られたがその結果は期待したほどで抜く

よい成果は得られなかったようである.

Steamboatの近くにはかって銀の産出で名をはせ

たVerginiaCity,Si1∀erCiけなどがあ…)またこの

すぐ傍にあるRenoは夏姻ye騨警と並んで附鯛挑

ga㎜b1eの本場である.とくに土曜員の夜だとは遠く

Cahfomiaから車をかって遊びにくるそうでそれこそ

一がく千金を夢みる人で町が埋薮るほどコ)遊び場も

一杯に校るという盛大さであった,

6.B蝸dy

これも砂漠のに中ある地熱地域でわずかな地形の食

違いから断層が推定される地帯に数個所の地熱徴候が

あi〕現在8本ほどボｰリン'グがおろされそのうち1

本の井戸から6001/mくらいの熱水が噴出申である.

このような乾燥地帯であるから年間数Cm程度の雨量

しかたくその気象条件はちょっと日本では想像でき

ないものがある.それにもかかわらず井戸の中には

一定の水位が保たれるほどの熱水の貯溜がみられるので

あるから当然水の根源は何かどこからきたかとい

う疑問が生まれてくる.このBradyは砂漠地帯の

地熱の中でも水の問題熱源の問題に非常に興味ある

素材を提供する場所のように思われるところである.

�却��慴敲

Bradyの東南方のFan㎝という町の近くにあリ最

近農家で地下水を得る目的でボｰリングをおろしたと

ころ温泉が湧出した場所である.地表では何の徴候

もみられ在いが温泉は78.Cの水温を有する.差当リ

目本では話題の種になりそうな結果を生んだ訳であるが

この付近の入は一向に関心をもたない風であった.こ

こばかりで衣く全般を通して米国人の温泉に対する関

心はきわめて薄くどこへ行っても日本のように温泉を

売!)ものにした観光施設などみられない.もちろん浴

用に供することもきわめてまれでせいぜい温室に利用

十る程度であるという.

⑧Steambo誠靭蓬1頸竃

温泉枕殿物(珪都…)でできた丘を剴るクラックこのケラ:ックから

高淑の1胤泉水が湧出している

8岨鰯饅⑲概濠徽霧

今回歩いた地熱処城の中で最も内陸側にあリネバダ

州ク)ほぼ中央に位置する仙安山岩から放る山の中腹は

数個所噴気露頭がありその山裾から温寂が湧出する｡

!960年頃から地熱開発が企てられコ)山腹で餐本ほど

ボｰリング孔がおろされたがどの埠戸も数吻月間は噴

出するにもかかわらず潮次勢力が病く削)現在その

申の王水からわずかに蒸気力蛸崩するだけで他は停止の

状態にあった｡多分との弗戸も本筋のクラックに達し

善終噸

/一

割'

誰､{嚢一繍

③Sωが汕rB盈n爽(釣イ栄一の酒渕)地域に享｡l)るエアロドリリ/ク�
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なかったのであろう.会社の好意によりRenoから

この地熱地域の近くまで飛行機を出してくれたので空

からNevadaの砂漠地形地質の観察ができたカミ

地形の保存のよいこと熔岩の分布断層による食い違

いがよくみられるのには一驚した.それにもかかわら

ずBeOwoweのような地域でボｰリングをおろしても

適格に蒸気を出すことができない例もあリいかに地質

構造を正確に把握することがむずかしいかということ

を思い知らされたことも事実である.なお砂漠の中に

幾分低地のところがあってこのようなところに唇気楼

があらわれ一見海か湖水のようにみえるのも興呼深い

ものであった.

9.Ame伽e

Steamboatから北上するとH㎝eyLakeの東岸に

Amedeeという温泉がある.300mほどの間隔をおい

て3個所熱湯が湧出しておりかってやはり地熱開発

の目的でボｰリングを企てたが温度カミ上らず失敗に終

ったという.湧出口付近に辰砂の沈澱がみられるとい

う面白い温泉であるが湧出量は1分間約4トンという

多量であるにもかかわらず全く利用されておらずし

かも人すら住んでいない.東側の山から北東一南西方

向に走る大き衣断層があり温泉はこの断層に沿って湧

出するようにみうけられた.

10.Wi脆岨

Amedeeからコｰスを西にとりLassenVo1canic

NationalParkの中腹を越す時は4月初めとはいえ雪

が降り通しというまだ冬の季節であったカミｰたん

GreatVa11eyの低地に下りるとここはもうすっかり

春で汗ばむ程の暖さである.WiiburはCOastRa㎎e

に沿って分布する温泉の1つでMesozoicのFranciscan

Groupから湧出する.硫化水素を含む塩類泉でそ

の成分は油田戯水によく似ているといわれる.また

興味深いことはこのすぐ近くに永銀鉱床があり温泉

と水銀鉱床が成因的に深いつながりをもつことを暗示す

るがこのような例はCoastRangeに沿ってしばしば

みられるという.ことであξ.ここでは珍しく野外に浴

槽カミありかって療養泉として用いられた形跡が残って

いるが現在では全く利用されていない.

11.Sm1帥皿r〕Ba巫k(写真9.10)

C工earLakeの北岸に位置しもともと水銀鉱山とし

て有名狂ところで1865年に採掘を始めてから20,000ポ

ンドの水銀を採取したか現在は全く仕事をしておらず

採掘跡に永がたまりC1earLakeの一部になっている.

地表は広く温泉作用によって変質し地表をおおう火山

岩湖成層のすぐ下にFranciscanGrOupの硬砂岩が露

出している.現在まだ温泉活動が継続しており地熱

開発の目的で4本の井戸カミ掘られたが孔底温度は余り

上昇せずしかも噴気量も少なく結局失敗に終った.

現在その中の2本からわずかに蒸気の出ているのがみら

れるだけである.

コ2.TheGey回e蝸(写真1112131415)

SanFranciscoの北70マイノレほどのところにあり上

記のSulphurBankやWi1burの表側に当る.現在

米国で唯一の地熱発電地域で26,000kWの発電所がある.

この場所はSu1phurCreekと呼ばれる川の右岸に

沿いかって米国でも有名な温泉地であった.1921年

頃すでに地熱開発の試みがなされたことがあるが今日

のように具体化したのは1955年以後のことであって

1960年にまず12,500kWの発電が行なわオし現在26,OOO

kW発電中であることは上で述べたとおりである.

地質はFranciscaoGroupの砂岩からなり地形的

に断層の追跡が可能でボｰリングは地熱の上昇通路

とみなされる断層に沿っておろされている.すでに23

本のボｰリング孔がありこのうち発電に利用してい

るのは7～8本であっていずれもまだその衰えをみせ

ていないが最近このBigGeyserに隣接したSu1phur

Bankの開発に着手し14本掘った井戸のうち13本が生

産井として利用可能であり昭和41年度に27,500kW

,脚,､灘､

⑳Sulph岨Bank水銀操掘跡に水が溜り

α船rL荻色ヴ)一部をなす着手に2本の噴気井がある�
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昭和42年度に27,500kWあわせて55,000kWの発電

を行なう計画で目下発電所の建設工事中である.噴

出する蒸気はいずれも過熱蒸気で非常に水の少ない場

所であるため掘さくもairdrmingによって行荏われ

ているのが注目を引く.泥水を用い放いのであるから

逸泥や泥水の温度上昇などの心配はなく多分非常に能

率的であろうと思われるが日本のように地下水の多

いるころではちょっと実施が困難かもしれない.

Su工phurCreekに沿うBigGeysers,Su1phurBank

など一連の地熱地帯の広がりは決して狭いもので放く

さらに今後の開発によってまだ発展する余地カミ多分にあ

りそうである.このTheGeysersの上流5kmほど

のところにLitt1eGeysersという地熱地域があリこ

こでも最近2本のボｰリングがおろされ蒸気を得るこ

とに成功している.その量はあわせて約64トン/時でや

はり熱水を伴わ狂い性質のものである.ここでもすで

に発電所の建設に着手している.TheGeysersの地

域では表面の変質帯の中にやはり辰砂が含まれており

CoastRangeに沿う一連の温泉活動に関係あることを

暗示するが冒頭でも述べたようにこのCoastRa㎎e

には第四紀の火山はきわめてまれでTheGeysersの

近くにも火山の存在が認められ匁い.それにもかかわ

らずこのような場所に優勢な地熱地域が存在するこ

とはきわめて興味深いことがらである.

おわりに

見学した道順に沿って地熱｡温泉地域の大要を紹介

したが一通り回ってからうけた感じを2,3を述べて

みたい.これまで米国の地熱開発はTheGeysers

だけのように思われていたが実際には多くの場所でそ

の試みがなされていたということである.この中には

SaltonSeaやCOsOCasaDiab10のように実際大き

な地熱源をキャッチしながら技術上の問題以外の制約

をうけて開発できなかった場所もあるが一方Brady

BeowoweさらにSu1phurCreekに沿う一帯のように

多分近い将来開発が実現すると思われる場所も含ま

れている.

米国の地熱開発はざっと挙げてもMagmaPower

�������敲����牴��牧���

WestemGeothema1Co.SierraPac茄｡Co.など少

なくとも5杜以上の会社によってとり上げられており

一寸良さそうなところは大てい数本のボｰリングが下さ

れている.中には地震重力などの物理探査まで行

なっているところカミあるが会社は秘密主義でほとんど

資料を公開せずまたその施設すら容易にみせてくれ狂

い.米国の地質調査所は開発調査には直接タッチせ

ずもっぱら地熱活動に関する基礎的な研究を行恋っ

ておりとくに岩石の変質についてはDr.Whiteが中

心になリ精力的柱研究活動を行なっている.会社で

もスケｰリングの問題熱水蒸気の化学成分に関する

問題等については調査所の意見をきくようにしているが

秘密保持の必要がある事項については.互いに余リ深入

りしない態度をとっているようにみうけられた.この

ような慣習カミ基盤になってこそ初めてknowhowも生ま

れるであろうしその適用にもとくに問題が生じない理

由が存在するように思われる､

一方日本における地熱開発のやり方を振り返ってみ

ると多かれ少なかれ地質調査所と企業団体とが半ば

共同研究の形で開発調査を進めておりか租り米国とは

その趣を異にしている.地熱のように未利用資源の開

発一とくにそれにはかなりのリスクを伴う一にはあるて

いど国の予算的荏テコ入れを必要とするであろうから

地熱開発を促進させる上にあまりknowhowの問題を

厳格に適用することはむしろその発展を阻害するおそ

れなしとしない､一考を要する問題である､

次に実際の調査研究に当って地熱のように各専門分

野の人の力を借りなければならぬ場合には米国のよう

に個人研究の制度をとるより日本のようにグルｰプ制

という1つの組織の上にたって行在う方が数段とまさる

ことはいうまでもない.これは何も地熱に限ったこと

ではないが要に組織の力をふんだんに活用できるよう

な体制がとれるならその成果を高めることけだし目

⑬術色艶y§㈱の宇のSulphurB舳k地域

目下開発牢で左側の蹟気剃ま薮i芝遂ri亘舳慧で翻さく中のもの�
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に見えて明らかである.この点はむしろわが国の方が

有利な基盤にたっているといえるようである.

技術的な問題でもわが国と米国の地熱地帯を比較し

てみると幾つかの著しく異祖った点がみられる.まず

わカ主国では第四紀の火山活動の産物としてRhyOIite

を伴うことがきわめてまれであるのに対して米国では

各地域の説明で示したように方々でその存在が知られ

ている.温泉活動に伴う変質岩石あるいは温泉水の

中に水銀アンチモン金銀念との重金握｡を含むこ

とが本質的にこのような火山活動の違いということまで

遡るのかあるいは他の2次的な因子に関係あるのか

まずこの辺のところに興味深い問題がよこたわっている

ようにみえる.さらに両国の地熱地域の問でみられる

対照的な条件の違いは気象に関する点であろう.わ

れわれは年間3000mmにもおよぶ雨の多い風土に住み

地熱･温泉の問題を考える上に雨水につ放がる地下水の

存在を切り離して考える訳にはいか狂い.しかし

米国のように砂漠地帯に分布する地熱地域では恐ら

く長年にわたって蓄積された地熱の重いいか乏ると

Reservoirの規模がまず問題となるはずである.外部

の気象条件に関係なくその地域の

地質条件が最も大きな要素とたるも

のかどうかこれも今後研究すべき

課題の1つであるように思われるこ

ともつけ加えておきたい.

(筆者は応用地質部)

忙⑬

カイザｰ地熱地域

中央の噴気は掘さく中の洩机をおさえること

に失敗し約5年間憤山をつづけているもの

↓⑭

カイザｰ地熱地域のパイプライン

↑⑬カイザｰ地熱地域の

Magmawei1.これは1960年

に掘さくした時その横から噴気

力…洩れ始めこの渡れをおさえ

るため数10万ドルを使ったが績

周成功せず現在住おこのよ

うに噴出している

⑮→

カイザｰ地熱発電所

現在26,000kW発電中で

ある�


